
箱根ヒメシャラ・ハコネコメツツジ希少個体群保護林

実施年度 ２０１１年、２０１６年、２０２１年

調査項目 樹木の生育状況調査、林床植生の生育状況調査等

調査手法 森林詳細調査として、ヒメシャラ群落、ハコネコメツツジ群落の生育地
において調査プロットを計５箇所設定し、樹木の胸高直径、樹高の計
測及び植生の種組成の概要を把握。

結果概要 森林調査について、上層を構成するヒメシャラ及び岩角地に生育する
ハコネコメツツジ群落は概ね健全に生育していた。現時点では保護対
象種への大きな被害は見られないが、全ての調査プロットにおいてニ
ホンジカの痕跡(剝皮、食痕、糞等)が確認された。

モニタリング調査概要

管轄森林管理局・署 関東森林管理局 東京神奈川森林管理署

所在地 神奈川県 足柄下郡 箱根町

面積 １５０．０３ha

設定年 １９９０（H２）年

保護林の概要
（設定目的）

ヒメシャラ群落の分布の北限は箱根地域であり、ヒメシャラがまとまっ
て生育するのは大変珍しく、学術上貴重である。また、ハコネコメツツ
ジは、富士火山帯及び秩父地域に限られる希少な植物である。このた
め、火山帯に分布の本拠を置くこれらの植物が生育する群落の希少
な個体群を保護するため設定する。

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。
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